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長寿命化・ 防災減災事業（ 久米島地区） 安定的な水産物供給体制の確保： 当添漁港

南城市　 仲程ため池ハザード マッ プ作成

海岸清掃活動

　 本地区は、 県営かんがい排水事業及び県営ため池等整備事業によ り 整備さ れた地区である が、 施設の劣化や機能不全、 末

端のス プリ ンク ラ ーの異常水圧によ る 管路の破損も 多く 、 営農や維持管理に多大な労力や費用の負担を要し ていた。

　 本事業で減圧弁の改修を行う こ と によ り 、 施設の長寿命化、 維持管理の負担低減によ る 省力化及び水管理の効率化が図ら

れる 。

　 沖縄県では、 安定的な水産物供給体制の確保を目的と し て、 当添漁港の新たな整備事業（ 事業期間： 令和２ 年度～令和９

年度） に着手し ま し た。

　 当添漁港は、 与那原町に位置し 、 ソ デイ カやマグロ 類の陸揚げが盛んであり 、 特にソ デイ カについては、 属地陸揚量が県内

ト ッ プク ラ ス を誇る 生産拠点と なっています。 し かし 、 ソ デイ カ漁の好漁や漁場の沖合化を背景に冷凍機能を備えた大型漁船

への転換や漁船数の増加が顕著に進んだ結果、 係留施設の大幅な不足や船揚場利用時の安全性確保が課題と なっており ます。

　 こ のため、不足する 係留施設等の拡張や船揚場改良を行い、漁船の大型化や漁船数の増加に対応し た漁港施設を整備し ます。

　 こ れによ り 、 荒天時における 係留中の漁船同士の接触損傷被害の解消、 岸壁整備によ る 生産機能の強化、 安全性の向上等

が期待さ れます。 なお、 近年の全国的なイ カ類の不漁の中、 比較的安定し た漁獲量を誇り 、 全国的に需要が高ま っている 沖

縄のソ デイ カ漁においては、 安定供給体制の構築によ り さ ら なる 発展が期待さ れています。

事業内容

・ 主な事業量 ：  波除提（ A）、 北護岸、 東護岸（ A）、 -3.0m 岸壁（ A）、 -3.0m 泊地（ A）、 臨港道路（ A） 等

・ 事　 業　 費 ： 2,129 百万円

・ 事 業 主 体：  沖縄県

・ 事 業 期 間 ：  R2 ～ R9

　 沖縄県では、 農林水産省の国土強靱化アク ショ ンプラ ンに基づき 、 防災重点ため池について、 ため池が決壊し た場合に迅

速かつ安全に避難する ための参考資料と し て「 ため池ハザード マッ プ」 を市町村と 連携し て作成し ています。

　 令和２ 年度は、 南城市内にある 仲程ため池のハザード マッ プを作成し ま し た。

　 作成する にあたって集落住民（ 代表と し て区長のみ） を中心と し たワ ーク ショ ッ プを開催し 、 氾濫解析結果や過去の災害

歴情報等を踏ま え避難場所やマッ プレイ アウ ト などを議論し ま し た。 完成し たハザード マッ プは市役所から 地域住民に公表

し ており 、 災害時を想定し た避難の参考と し ていただく よ う 周知し ていま す。

　（ ワ ーク ショ ッ プ開催にあたっては新型コ ロ ナ感染症に係る 沖縄県主催イ ベント 等ガイ ド ラ イ ンに基づき 実施）

　 県では、 毎年、 美し い海岸景観や貴重な珊瑚礁の保全

と 背後の農地を 守る ために、 地域の人々と 協力し ながら

美化活動に取り 組んでいま す。 こ れまでに佐敷海岸、 知

念海岸、 真栄里海岸、 百名海岸で実施さ れ、 例年、 一般

ボラ ンティ ア 300 ～ 400 人名ほど が参加し て、 農地海岸

の清掃活動を 行ってき ま し た。 今年度においても 南部管

内で実施を 予定し ていて、 環境保全への意識高揚を図っ

ていき ます。

ワーク ショ ッ プの様子

ボラ ンティ アによる清掃作業の様子

施工前 施工後

整備計画平面図

北護岸（ 改良）

護岸（ A）（ 新設） 

突堤（ A）（ 新設） 

船揚場（ 改良）

漁業活動の安全性・ 効率性の向上対策 国内外への安定的な水産物供給体制の確保

  ①船揚場（ 改良）
  ②-3 . 0 m泊地（ B）（ 改良）増深

  ①護岸、-3 . 0 m泊地（ A）、突堤（ 新設）
  ②岸壁（ 新設）
  ③臨港道路（ 新設）

-3 . 0 m岸壁（ A）（ 新設） 

臨港道路（ A）（ 新設）

東護岸（ A）（ 新設） 

用地護岸（ A）（ 新設） 

用地護岸（ 改良）

－3 . 0 m泊地（ B）（ 改良）

イ カ 漁の総漁獲量はス ルメ イ カ の記
録的不漁により 1 0 年間で６ 割減少。
一方、 ソ デイ カ を 含むそ の他イ カ 類
は比較的安定し た漁獲を 確保。

-3 . 0 m泊地（ A）（ 新設）

現状の課題

岸壁が不足し 、 過密な係留状況（ 台風接近時）

漁船破損状況

船揚場は大型漁船に対応する ための整備が必要

全体漁獲量は
1 0 年で6 割減少
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ソ デイ カ の陸揚量は県内ト ッ プク ラ ス総数 スルメ イ カ アカ イ カ その他イ カ 類（ ソ デイ カ 含）
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